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図３-5 昼間人口比の状況 出典：新潟市資料（平成 14 年） 

図３-4  DID（人口集中地区）の拡大状況 出典：国土数値情報（平成 18 年）

凡　例

昭和35年時点DID
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小学校区
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図３-6 浸水実績図 出典：新潟県，「浸水実績図」等 

【松浜小学校区】 
・住宅地が拡大 
（周辺に工場が立地） 

【亀田西小学校区】 
・住宅地が拡大 
（企業が多く立地） 

【有明台小学校区】 
・古くからの住宅地 
（学校、病院、商業地が混在）

【松浜小学校区】 
・市街地への人口移動 

【亀田西小学校区】 
・地域内から地域外へ通勤する就

業者、地域外から地域内へ通勤

する就業者が多く、昼夜間で人

口構成が大きく変動する 

【有明台小学校区】 
・市街地への人口移動 

【松浜小学校区】 
・平成 10 年に浸水実績あり 
 （津波の危険性が高い） 

【亀田西小学校区】 
・昭和 53、平成 10 年をはじめ

浸水実績が多い 

【有明台小学校区】 
・昭和 59 年に浸水実績あり 

凡　例

浸水実績区域

小学校区
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（２）第１回社会実験の実施 

１）実施日時および場所 

有明台小学校区：12 月 2 日（火）午後 7 時～  場所：有明台小学校 

松 浜小学校区：12 月 8 日（月）午後 7 時～  場所：北出張所 

亀田西小学校区：12 月 9 日（火）午後 7 時～  場所：江南区役所 

 
２）実施内容 

①グループ作業：地域特性に応じた問題を抽出・整理 

・各自が災害リスクに対して地域の問題点と考える内容を付箋紙に書き込む 

・各自の意見を交換し、グループ内での共有を行った。 

・グループとしての意見の集約化を図り、とりまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②グループ発表：災害リスクに対する地域の問題について議論 
・地域の問題点に関する意見をグループ間で共有した。 

・地域の問題点とそれを解決するための方針について全体討議を行った。 

 

③全体のまとめ：全体ファシリテーターによる全体意見と方針に関する総括 
・総括として、全体を通じての意見のとりまとめを行った。 

・第２回ワークショップに向けた方向（＝地域コミュニティによる取組みが重要）づけを

行った。 

 
 
 
 

 
 
 

○○小学校区

①

②

例）このあたりは新しい住民が多く
コミュニティが希薄 

例）この避難場所は、行くまでが大変で
実際には使いにくい 

例）このあたりはよく水に浸かるので、避難を
早めにしないと危険 

③

④

例）このあたりは一人暮らしの高齢者が多いの
で、まわりが助ける仕組みが特に必要 

特定の場所や地域

の課題の場合は、

地図上にマーキン

グする 

ＡＡ

Ａ

●わがまちの課題

△グループ○○小学校区

○○○○ ○○○○

○○○○

○○○○
○○○○

○○○○

同種の意見毎に
まとめながら貼
り付ける 

写真 第１回 社会実験の状況

  


